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境
省
は
六
月
二
十
日
、

東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同

総
会
に
は
正
会
員
十
三
団

体
が
出
席
、
落
合
智
貴
東
京

管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
理

事
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

冒
頭
、
一
瀬
会
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
管
工
事
業
の
皆

さ
ま
は
災
害
時
の
復
旧
支
援

庁
舎
四
号
館
共
用
特
別
会
議

室
で
第
一
回
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
チ
ー

ム
」
を
開
き
、
地
球
温
暖
化

対
策
を
推
進
す
る
国
民
運
動

実
施
計
画
案
な
ど
の
検
討
を

開
始
し
た
。
丸
川
珠
代
環
境

相
が
先
頭
に
立
ち
関
係
省

の
際
、
材
料
の
違
い
で
歯
が

庁
、
経
済
界
、
地
方
公
共
団

体
な
ど
と
連
携
し
て
低
炭
素

型
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
を
促

進
す
る
普
及
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
い
く
。
省
エ
ネ
リ
フ

ォ
ー
ム
な
ど
分
野
別
の
作
業

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
機
動

ゆ
い
思
い
を
さ
れ
て
い
る
。

的
に
提
言
・
助
言
を
行
う
。

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
は
温
暖
化
対
策
を
テ
ー
マ

と
し
た
新
国
民
運
動
。
温
室

効
果
ガ
ス
を
二
〇
三
〇
年
度

に
二
〇
一
三
年
度
比
で
二
六

％
削
減
す
る
に
は
産
業
部
門

の
努
力
に
加
え
、
家
庭
・
オ

製
販
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て

適
切
な
材
料
提
供
に
努
め
た

い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

議
事
で
は
議
長
に
一
瀬
会

フ
ィ
ス
で
約
四
割
の
大
幅
な

削
減
が
必
要
と
な
る
。
目
標

達
成
へ
税
制
措
置
や
補
助
金

だ
け
で
な
く
国
民
の
意
識
変

長
を
選
出
し
、
平
成
二
十
八

年
度
事
業
計
画
な
ど
七
議
案

を
原
案
ど
お
り
承
認
。
役
員

改
選
で
は
小
泉
会
長
（
東

京
）
、
久
門
龍
明
副
会
長

（
大
阪
）
を
新
任
す
る
と
と

も
に
、
橋
本
政
昭
副
会
長

（
東
京
）
、
倉
地
久
雄
副
会

長
（
愛
知
）
を
再
任
し
た
。

新
年
度
は
①
管
機
連
組
織
の

広
域
化
（
正
会
員
・
特
別
会

員
の
加
入
促
進
）
②
賛
助
会

員
の
加
入
促
進
③
官
公
庁
と

の
連
携
強
化
④
業
界
関
連
団

体
と
の
関
係
強
化
⑤
災
害
協

定
の
締
結
促
進
⑥
業
界
の
地

位
向
上
（
管
工
機
材
の
将
来

を
考
え
る
研
究
会
の
継
続
実

施
）

な
ど
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

功
労
者
表
彰
で
は
退
任
す

る
一
瀬
会
長
（
大
阪
）
、
恩

智
秀
直
副
会
長
（
大
阪
）
、

村
林
陽
一
理
事
（
青
森
）
を

表
彰
。
ま
た
小
泉
新
会
長
が

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
と
の
災
害
時
に
お
け
る

協
力
協
定
締
結
に
つ
い
て
説

明
し
、
熊
本
地
震
復
旧
・
復

興
へ
の
義
援
金
が
二
百
三
十

七
万
五
千
円
に
達
し
た
と
報

告
し
た
。

革
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転

換
が
不
可
欠
だ
。

官
民
の
幅
広
い
メ
ン
バ
ー

で
構
成
す
る
推
進
チ
ー
ム
の

初
会
合
は
鎌
形
浩
史
同
省
廃

棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部

長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

冒
頭
、
丸
川
環
境
相
が
「
国

民
の
皆
さ
ま
に
ど
う
す
れ
ば

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

を
意
識
し
て
も
ら
え
る
か
、

活
発
に
議
論
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
、
国
民
運
動

実
施
計
画
案
な
ど
を
説
明
。

総
会
終
了
後
の
「
管
工
機

材
の
将
来
を
考
え
る
研
究

会
」
で
は
茂
木
正
経
済
産
業

省
化
学
課
長
が
「
第
四
次
産

業
革
命
へ
の
対
応
」
、
真
鍋

純
国
土
交
通
省
住
宅
生
産
課

長
が
「
ス
ト
ッ
ク
時
代
の
住

宅
行
政
」
、
宮
崎
正
信
厚
生

労
働
省
水
道
課
長
が
「
水
道

行
政
の
現
状
と
課
題
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
た
。

懇
親
会
で
は
小
泉
新
会
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
一
瀬

会
長
は
管
機
連
の
一
般
社
団

法
人
化
な
ど
業
界
の
発
展
に

た
い
へ
ん
尽
力
し
て
い
た
だ

い
た
。
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
、

ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
、
難
局

を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
に
伴
う
諸
問
題
に

対
応
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

一
翼
を
担
う
全
国
組
織
と
し

て
身
を
引
き
締
め
て
頑
張
っ

て
い
く
」
と
力
強
く
述
べ
、

一
層
の
協
力
を
求
め
た
。
続

い
て
茂
木
経
産
省
化
学
課
長

が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
、
堀
田

康
之
㈱
キ
ッ
ツ
社
長
の
音
頭

で
一
斉
に
乾
杯
。
な
ご
や
か

な
歓
談
後
、
倉
地
副
会
長
の

中
締
め
で
盛
況
の
う
ち
に
散

会
し
た
。

具
体
的
行
動
と
し
て
①
Ｌ
Ｅ

Ｄ
・
省
エ
ネ
家
電
・
エ
コ
カ

ー
へ
の
買
い
換
え
②
省
エ
ネ

リ
フ
ォ
ー
ム
③
シ
ェ
ア
す
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
④
住
居
・

家
族
構
成
・
予
算
に
応
じ
た

取
り
組
み
パ
ッ
ケ
ー
ジ
⑤
家

庭
エ
コ
診
断

な
ど
を
推

進
し
て
い
く
。

こ
の
あ
と
チ
ー
ム
員
の
日

本
商
工
会
議
所
、
㈱
そ
ご
う

・
西
武
、
ユ
ニ
ー
㈱
な
ど
が

各
自
の
低
炭
素
社
会
へ
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
。
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������������小泉新会長

ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ推進チーム

一
般
社
団
法
人
全
国
管
工
機
材
商
業
連
合
会
（
一
瀬
克
彦
会
長
）
は
六
月
十
四
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
グ
ラ

ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
第
四
回
定
時
社
員
総
会
を
開
き
、
新
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど
を
満
場
一
致
で
承
認

す
る
と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
新
会
長
に
小
泉
久
則
氏
（
コ
ー
ザ
イ
㈱
社
長
）
を
選
任
し
た
。

小
泉
新
会
長
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
翼
を
担
う
全
国
組
織
と
し
て
積
極
的
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
表

明
し
、
管
工
機
材
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
一
致
協
力
し
た
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
た
。
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満場一致で議案承認
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丸川環境相


